
 

【表紙】  

【提出書類】 四半期報告書

【根拠条文】 金融商品取引法第24条の４の７第１項

【提出先】 関東財務局長

【提出日】 2023年８月２日

【四半期会計期間】 第74期第１四半期(自 2023年４月１日　至 2023年６月30日)

【会社名】 五洋建設株式会社

【英訳名】 PENTA-OCEAN CONSTRUCTION CO.,LTD.

【代表者の役職氏名】 代表取締役社長　清　水　琢　三

【本店の所在の場所】 東京都文京区後楽二丁目２番８号

【電話番号】 03(3816)7111（大代表）

【事務連絡者氏名】 経営管理本部経理部長　佐 々 木 努

【最寄りの連絡場所】 東京都文京区後楽二丁目２番８号

【電話番号】 03(3816)7111（大代表）

【事務連絡者氏名】 経営管理本部経理部長　佐 々 木 努

【縦覧に供する場所】 五洋建設株式会社　名古屋支店

(名古屋市中区栄一丁目２番７号)

五洋建設株式会社　大阪支店

(大阪市北区鶴野町１番９号)

株式会社東京証券取引所

(東京都中央区日本橋兜町２番１号)

株式会社名古屋証券取引所

(名古屋市中区栄三丁目８番20号)
 

EDINET提出書類

五洋建設株式会社(E00086)

四半期報告書

 1/18



第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第73期

第１四半期
連結累計期間

第74期
第１四半期
連結累計期間

第73期

会計期間
自 2022年４月１日
至 2022年６月30日

自 2023年４月１日
至 2023年６月30日

自 2022年４月１日
至 2023年３月31日

売上高 (百万円) 107,175 127,273 502,206

経常利益 (百万円) 4,553 6,858 1,415

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益

(百万円) 3,237 4,778 684

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) 3,225 6,554 3,787

純資産 (百万円) 156,392 156,690 156,953

総資産 (百万円) 447,027 502,797 508,179

１株当たり
四半期(当期)純利益

(円) 11.36 16.76 2.40

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益

(円) － － －

自己資本比率 (％) 34.9 31.1 30.9
 

(注) １　当社は四半期連結財務諸表を作成しているので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載してい

ない。

２　「潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益」は、潜在株式がないため記載していない。

 

 
２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について重要な

変更はない。また、主要な関係会社に異動はない。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はない。

 

 

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中における将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日（2023年６月30日）現在において当社グループ

（当社及び連結子会社）が判断したものであるが、予測しえない経済状況の変化等さまざまな要因があるため、そ

の結果について、当社が保証するものではない。

 
(1) 財政状態の状況

当社グループの資産合計は、受取手形・完成工事未収入金等の減少などにより、前連結会計年度末に比べ54億円

減少し、5,028億円となった。負債合計は、借入金が増加したものの、未成工事受入金の減少やコマーシャル・

ペーパーの償還などにより、前連結会計年度末に比べ51億円減少し、3,461億円となった。なお、有利子負債残高

は、前連結会計年度末に比べ59億円増加し、995億円となった。純資産合計は、配当金の支払による利益剰余金の

減少などにより、前連結会計年度末に比べ３億円減少し、1,567億円となった。

 

(2) 経営成績の状況

①事業全体の状況

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症が第５類へ移行し、個人消費やイ

ンバウンド消費の回復等により、緩やかな景気回復が続いた。世界経済も総じて回復基調にあるものの、欧米にお

ける金融引き締め及び資源・原材料価格の高騰や供給制約が続いており、依然として先行き不透明な状況が続いて

いる。

建設業を取り巻く環境は、政府による防災、減災、国土強靭化加速化対策等による堅調な公共投資の継続ならび

に経済安全保障等の観点からの民間設備投資の増加により、建設投資は官民ともに堅調に推移した。その一方で、

建設資材価格の高止まりが続いていることに加えて、建設需要が集中する地域において協力会社の労務逼迫が生じ

ている。

このような事業環境の下、当社グループの当第１四半期連結累計期間の業績は、売上高1,273億円（前年同四半

期比18.8％増）、営業利益67億円（同75.2％増）、経常利益69億円（同50.6％増）、親会社株主に帰属する四半期

純利益48億円（同47.6％増）となった。

 

②セグメント情報に記載された区分ごとの状況（セグメント利益は四半期連結損益計算書の営業利益ベース）

（国内土木事業）

前年度に受注した大型工事等が順調に進捗したことにより、売上高は638億円（前年同四半期比60.5％増）、

セグメント利益は80億円（同250.7％増）と、売上・利益ともに大きな増加となった。

当社個別の受注高については、民間大型工事を複数件受注したことにより前年同四半期より137億円増加し、

478億円（同40.0％増）となった。

（国内建築事業）

売上高は手持工事が順調に進捗しているものの、微減の350億円（前年同四半期比3.4％減）となった。完成工

事総利益の低下及び一般管理費の増加により、１億円のセグメント損失（前年同四半期は４億円のセグメント利

益）となった。

当社個別の受注高については、官庁工事が前年同四半期並みの高水準の受注を獲得したことなどが寄与し、前

年同四半期比53億円増加の387億円（同15.9％増）となった。

（海外建設事業）

売上高は259億円（前年同四半期比12.1％減）と減少し、セグメント損失は12億円（前年同四半期は10億円の

セグメント利益）となった。これは、前年度に工事損失引当金を計上した工事の利益が実質ゼロとなっているこ

と、また、これらの工事において当第１四半期連結累計期間の為替変動の影響により工事損失が増加したこと、

前年同四半期に比べ船舶稼働率が低下したこと等によるものである。

当社個別の受注高については、大型工事の受注がなく、前年同四半期より756億円減少し、49億円（同93.9％
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減）となった。

（その他）

売上高は27億円（前年同四半期比47.0％増）となり、セグメント損失は０億円（前年同四半期は１億円のセグ

メント利益）となった。

 

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更および新

たに生じた課題はない。

 
(4) 研究開発活動

当第１四半期連結累計期間における研究開発費は、６億円であった。

なお、当第１四半期連結累計期間において、研究開発活動に重要な変更はない。

 
 
 

３ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はない。

 

 

EDINET提出書類

五洋建設株式会社(E00086)

四半期報告書

 4/18



第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 599,135,000

計 599,135,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(2023年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(2023年８月２日)

上場金融商品取引所名又は
登録認可金融商品取引業協会名

内容

普通株式 286,013,910 286,013,910
東京証券取引所プライム市場

名古屋証券取引所プレミア市場

単元株式数は

100株である

計 286,013,910 286,013,910 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項なし。

 
② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項なし。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項なし。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
 

(百万円)

資本金残高
 

(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高

(百万円)

2023年４月１日～

2023年６月30日
― 286,013 ― 30,449 ― 12,379

 

 

(5) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はない。
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(6) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、株主名簿の記載内容が確認できず、記載することが

できないため、直前の基準日である2023年３月31日の株主名簿により記載している。

① 【発行済株式】

2023年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式 211,300
 

― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

2,857,078 ―
285,707,800

単元未満株式
普通株式

― １単元(100株)未満の株式
94,810

発行済株式総数 286,013,910 ― ―

総株主の議決権 ― 2,857,078 ―
 

(注) １　「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式8,500株（議決権85個）及

び株式給付信託（ＢＢＴ）にかかる信託口が保有する当社株式644,700株（議決権6,447個）を含めて記載

している。

２　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式34株を含めて記載している。

 

② 【自己株式等】

2023年６月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
五洋建設株式会社

東京都文京区後楽２－２－８ 211,300 ― 211,300 0.07

計 ― 211,300 ― 211,300 0.07
 

(注）株式給付信託（ＢＢＴ）にかかる信託口が保有する当社株式644,700株は、上記自己保有株式に含めていない。

 

 

 
２ 【役員の状況】

該当事項なし。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に準拠して作成し、「建設業法施行規則」（昭和24年建設省令第14号）に準じて記載している。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（2023年４月１日から2023年

６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（2023年４月１日から2023年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表

について、EY新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けている。

 

EDINET提出書類

五洋建設株式会社(E00086)

四半期報告書

 7/18



１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(2023年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2023年６月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金預金 50,489 60,883

  受取手形・完成工事未収入金等 269,912 253,599

  有価証券 11 11

  未成工事支出金等 15,396 19,132

  棚卸不動産 1,191 1,253

  未収入金 22,114 27,046

  その他 18,566 9,391

  貸倒引当金 △307 △291

  流動資産合計 377,377 371,027

 固定資産   

  有形固定資産   

   土地 33,392 33,392

   その他（純額） 58,371 59,242

   有形固定資産合計 91,763 92,634

  無形固定資産 3,660 3,561

  投資その他の資産   

   投資有価証券 22,459 24,322

   退職給付に係る資産 4,155 4,219

   その他 12,625 11,128

   貸倒引当金 △3,862 △4,097

   投資その他の資産合計 35,378 35,573

  固定資産合計 130,802 131,770

 資産合計 508,179 502,797
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           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(2023年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2023年６月30日)

負債の部   

 流動負債   

  工事未払金等 124,327 125,168

  短期借入金 32,429 49,700

  コマーシャル・ペーパー 9,999 －

  1年内償還予定の社債 10,000 10,000

  未払法人税等 1,551 1,559

  未成工事受入金 50,747 37,721

  工事損失引当金 11,103 10,119

  その他の引当金 3,983 2,222

  その他 59,800 63,792

  流動負債合計 303,943 300,283

 固定負債   

  社債 20,000 20,000

  長期借入金 21,265 19,849

  再評価に係る繰延税金負債 3,679 3,679

  引当金 345 314

  退職給付に係る負債 1,511 1,515

  その他 480 463

  固定負債合計 47,282 45,823

 負債合計 351,226 346,107

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 30,449 30,449

  資本剰余金 18,386 18,386

  利益剰余金 97,931 95,851

  自己株式 △511 △469

  株主資本合計 146,257 144,218

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 3,816 5,123

  繰延ヘッジ損益 842 1,123

  土地再評価差額金 3,977 3,977

  為替換算調整勘定 1,700 1,965

  退職給付に係る調整累計額 251 208

  その他の包括利益累計額合計 10,588 12,398

 非支配株主持分 107 73

 純資産合計 156,953 156,690

負債純資産合計 508,179 502,797
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
　至 2022年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2023年４月１日
　至 2023年６月30日)

売上高   

 完成工事高 105,061 123,802

 その他の売上高 2,113 3,471

 売上高合計 107,175 127,273

売上原価   

 完成工事原価 96,280 111,807

 その他の売上原価 1,679 2,966

 売上原価合計 97,959 114,774

売上総利益   

 完成工事総利益 8,780 11,995

 その他の売上総利益 434 504

 売上総利益合計 9,215 12,499

販売費及び一般管理費 5,402 5,818

営業利益 3,812 6,681

営業外収益   

 受取利息 9 152

 受取配当金 201 143

 為替差益 862 324

 その他 96 61

 営業外収益合計 1,169 681

営業外費用   

 支払利息 129 251

 貸倒引当金繰入額 282 235

 その他 16 16

 営業外費用合計 429 504

経常利益 4,553 6,858

特別利益   

 固定資産売却益 8 10

 特別利益合計 8 10

特別損失   

 固定資産売却損 － 0

 固定資産除却損 17 19

 その他 0 －

 特別損失合計 18 19

税金等調整前四半期純利益 4,543 6,849

法人税、住民税及び事業税 445 1,130

法人税等調整額 878 974

法人税等合計 1,323 2,105

四半期純利益 3,219 4,744

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △18 △34

親会社株主に帰属する四半期純利益 3,237 4,778
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
　至 2022年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2023年４月１日
　至 2023年６月30日)

四半期純利益 3,219 4,744

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 △197 1,306

 繰延ヘッジ損益 △150 281

 為替換算調整勘定 404 265

 退職給付に係る調整額 △52 △43

 持分法適用会社に対する持分相当額 1 0

 その他の包括利益合計 6 1,810

四半期包括利益 3,225 6,554

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 3,243 6,588

 非支配株主に係る四半期包括利益 △17 △34
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【注記事項】

(追加情報)

（取締役及び執行役員に対する業績連動型株式報酬制度）

１　取引の概要

当社は、取締役及び執行役員（以下「取締役等」という。）を対象に業績連動型株式報酬制度「株式給付信

託（ＢＢＴ（＝Board Benefit Trust））」（以下「本制度」という。）を2017年度から導入している。本制

度は、取締役等の報酬と当社の業績及び株式価値との連動性をより明確にし、取締役等が株価上昇によるメ

リットのみならず、株価下落リスクまでも株主の皆様と共有することで、中長期的な業績の向上と企業価値の

増大に貢献する意識を高めることを目的としている。

本制度は、当社が拠出する金銭を原資として当社株式が本制度に基づき設定される信託（以下「本信託」と

いう。）を通じて取得され、取締役等に対して、当社が定める役員株式給付規程に従って、当社株式及び当社

株式を時価で換算した金額相当の金銭（以下「当社株式等」という。）が本信託を通じて給付される業績連動

型株式報酬制度である。なお、取締役等が当社株式等の給付を受ける時期は、原則として取締役等の退任時と

なる。

２　信託に残存する当社の株式

信託に残存する当社株式を、信託における帳簿価額（付随費用の金額を除く。）により、純資産の部に自己

株式として計上している。当該自己株式の帳簿価額及び株式数は、前連結会計年度419百万円（644,700株）、

当第１四半期連結会計期間377百万円（580,400株）である。

 
 

(四半期連結貸借対照表関係)

１　保証債務

連結会社以外の下記の相手先の住宅分譲手付金保証を行っている。

 
前連結会計年度
(2023年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2023年６月30日)

㈱ゴールドクレスト －百万円 43百万円
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成していない。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額

は、次のとおりである。

 
前第１四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
至 2022年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2023年４月１日
至 2023年６月30日)

減価償却費 1,660百万円 1,704百万円

のれんの償却額 68 79 
 

 

 

(株主資本等関係)

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間(自 2022年４月１日 至 2022年６月30日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2022年６月24日
定時株主総会

普通株式 6,573 23.00 2022年３月31日 2022年６月27日 利益剰余金
 

（注）2022年６月24日開催の定時株主総会決議による配当金の総額には、株式給付信託（ＢＢＴ）が保有する当社

株式に対する配当金16百万円が含まれている。

 
２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末

日後となるもの

該当事項なし。

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間(自 2023年４月１日 至 2023年６月30日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2023年６月27日
定時株主総会

普通株式 6,859 24.00 2023年３月31日 2023年６月28日 利益剰余金
 

（注）2023年６月27日開催の定時株主総会決議による配当金の総額には、株式給付信託（ＢＢＴ）が保有する当社

株式に対する配当金15百万円が含まれている。

 
２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末

日後となるもの

該当事項なし。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間(自 2022年４月１日 至 2022年６月30日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

       (単位：百万円)

 報告セグメント
その他
(注1)

合計
調整額
(注2)

四半期
連結損益
計算書
計上額
(注3)

 
国内土木
事業

国内建築
事業

海外建設
事業

計

売上高         

日本 39,735 36,202 － 75,938 1,766 77,705 － 77,705

東南アジア － － 22,778 22,778 － 22,778 － 22,778

その他の地域 － － 6,634 6,634 － 6,634 － 6,634

顧客との契約から生じる収益 39,735 36,202 29,412 105,351 1,766 107,117 － 107,117

その他の収益 0 0 － 0 56 57 － 57

外部顧客への売上高 39,736 36,203 29,412 105,352 1,822 107,175 － 107,175

セグメント間の
内部売上高又は振替高

57 0 － 57 617 674 △674 －

計 39,793 36,203 29,412 105,409 2,440 107,849 △674 107,175

セグメント利益 2,286 445 1,006 3,738 73 3,812 0 3,812
 

(注) 1.「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、国内開発事業、造船事業、事務機

器等のリース事業、保険代理店事業及び環境関連事業等を含んでいる。

2.セグメント利益の調整額は、セグメント間取引消去である。

3.セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っている。

 

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間(自 2023年４月１日 至 2023年６月30日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

       (単位：百万円)

 報告セグメント
その他
(注1)

合計
調整額
(注2)

四半期
連結損益
計算書
計上額
(注3)

 
国内土木
事業

国内建築
事業

海外建設
事業

計

売上高         

日本 63,767 34,962 － 98,729 2,618 101,348 － 101,348

東南アジア － － 21,956 21,956 － 21,956 － 21,956

その他の地域 － － 3,907 3,907 － 3,907 － 3,907

顧客との契約から生じる収益 63,767 34,962 25,863 124,593 2,618 127,212 － 127,212

その他の収益 0 0 － 0 60 61 － 61

外部顧客への売上高 63,768 34,962 25,863 124,594 2,679 127,273 － 127,273

セグメント間の
内部売上高又は振替高

60 2 － 63 702 765 △765 －

計 63,828 34,965 25,863 124,657 3,381 128,039 △765 127,273

セグメント利益又は損失（△） 8,019 △101 △1,200 6,717 △36 6,680 0 6,681
 

(注) 1.「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、国内開発事業、造船事業、事務機

器等のリース事業、保険代理店事業及び環境関連事業等を含んでいる。

2.セグメント利益又は損失（△）の調整額は、セグメント間取引消去である。

3.セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っている。
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(収益認識関係)

顧客との契約から生じる収益を分解した情報は、「注記事項（セグメント情報等）」に記載のとおりである。

 
 

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりである。

項目
前第１四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
至 2022年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2023年４月１日
至 2023年６月30日)

１株当たり四半期純利益 11円36銭 16円76銭

(算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する四半期純利益

(百万円)
3,237 4,778

普通株主に帰属しない金額(百万円) － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する
四半期純利益(百万円)

3,237 4,778

普通株式の期中平均株式数(千株) 285,117 285,189
 

(注)１　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式がないため記載していない。

２　株式給付信託（ＢＢＴ）が保有する当社株式を、１株当たり四半期純利益の算定上、期中平均株式数

の計算において控除する自己株式に含めている。

　なお、自己株式の期中平均株式数は、前第１四半期連結累計期間896千株、当第１四半期連結累計期

間823千株であり、このうち株式給付信託（ＢＢＴ）が保有する当社株式の期中平均株式数は、前第１

四半期連結累計期間685千株、当第１四半期連結累計期間612千株である。

 
 

(重要な後発事象)

該当事項なし。

 
 

２ 【その他】

該当事項なし。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項なし。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

2023年８月２日

五洋建設株式会社

取締役会  御中

 

 

EY新日本有限責任監査法人

　東京事務所
 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 中　川　政　人  

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 大 石　晃 一 郎  

 

 

 

監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている五洋建設株式会

社の2023年４月１日から2024年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（2023年４月１日から2023年６

月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（2023年４月１日から2023年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、す

なわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビュー

を行った。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、五洋建設株式会社及び連結子会社の2023年６月30日現在の財政状

態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項が全ての重

要な点において認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立

しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠

を入手したと判断している。

 
四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが

適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて

継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにあ

る。
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四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半

期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通

じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レ

ビュー手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して

実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認

められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥

当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められな

いかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書

において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の

注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められて

いる。監査人の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、

企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作

成基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結

財務諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと

信じさせる事項が認められないかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監

査人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で

監査人の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要

な発見事項について報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、

並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている

場合又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を

行う。

 
利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

 
 

以　上

 
 

（注）１．上記の四半期レビュー報告書の原本は当社（四半期報告書提出会社）が別途保管している。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていない。
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